
ISO14001
 14年7月認証取得 

 

SHINJO PUBLIC RELATIONS  No.558

広 報 

新庄市ホームページ 
http://www.city.shinjo.yamagata.jp

2004
6

近岡善次郎画伯とこどもたち ・・・・・・・・・・・・・2 

16年度新区長・・・・・・・・・・・・・・・4 

シリーズ行財政改革・・・・・・・・・・・・・・・6 

市有地売ります・・・・・・・・・・・・・・・7 
江戸だより／いきいき新庄人・・・・・・・・・・・・・・・9 

しんじょう見聞録・・・・・・・・・・・・・・・10 

6月のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・12 

豊かな心をはぐくむ・・・・・・・・・・・・・・・14 

 

春季消防演習（5月2日） 



22

名
誉
市
民
近
岡
善
次
郎
画
伯
と

新
庄
・
最
上
の
こ
ど
も
た
ち

名
誉
市
民
近
岡
善
次
郎
画
伯
と

新
庄
・
最
上
の
こ
ど
も
た
ち

新
庄
の
風
土
が
生
み
育
て
た
、
現
代
日
本
を
代
表
す
る
洋
画
家
・
近
岡
善
次
郎
氏
。

「
最
上
学
童
展
」の
創
設
な
ど
、
地
域
の
芸
術
・
文
化
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
え
を
受
け
た
世
代
は
美
術
作
家
や
教
員
と
な
り
、

今
で
は
次
世
代
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
世
代
が
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

近
岡
氏
の
手
に
よ
り
半
世
紀
前
に
新
庄
・
最
上
一
円
に
植
え
ら
れ
た
情
操
の
木
は

実
り
豊
か
な
大
樹
と
な
り
、み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。

新
庄
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
第
104
回
企
画
展

■と き 8月30日（月）まで開催中
○開館時間／午前9時～午後4時30分
○休館日／毎週火曜日・祝日の翌日
■ところ 新庄ふるさと歴史センター
■観覧料 大人300円、高校生100円

小中学生50円
◎新庄ふるさと歴史センター122-2188

▲市民文化会館のどん帳原画（昭和56年制作）

▲自宅アトリエにて（平成10年）

▲近岡氏の作品『ふるさとの家』（中央）を囲む子どもたちの絵、絵、絵
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B

地
域
の
文
化
振
興
に
貢
献

近
岡
氏
は
、
大
正
三
年
に
現
在
の
大
町

に
生
ま
れ
、
昭
和
六
年
の
上
京
以
来
、
日
本

洋
画
壇
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
画
才
に
恵
ま
れ
た
近
岡

氏
は
、
東
京
の
川
端
画
学
校
で
絵
を
学
び
、

昭
和
十
六
年
、
一
水
会
賞
を
初
受
賞
。
日

展
に
招
待
出
品
す
る
な
ど
、
名
実
と
も
に

日
本
画
壇
に
踊
り
出
ま
し
た
。

そ
の
後
、
失
わ
れ
ゆ
く
全
国
の
西
洋
館
を

描
き
残
す
こ
と
を
決
意
。
作
品
は『
近
代
洋

風
建
築
シ
リ
ー
ズ
切
手
』の
原
画
に
も
な
り
、

き
わ
め
て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
に
は
文
部
省
の
留
学
生

と
し
て
渡
欧
。
帰
国
後
の
三
十
八
年
に『
巫み

女こ

』で
第
六
回
安
井
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

作
品
は
国
立
美
術
館
の
買
い
上
げ
と
な
り
、

近
岡
氏
の
実
力
が
国
内
外
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
郷
土
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
昭
和

二
十
四
年
、「
最
上
学
童
展
」を
創
設
。
さ

ら
に
昭
和
五
十
二
年
か
ら
五
十
九
年
ま
で
、

「
最
上
学
童
展
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」を
つ
く
っ
て
新

庄
市
や
最
上
郡
内
の
小
規
模
校
を
訪
問
。

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
や
内
外
の
児
童
画
の

紹
介
な
ど
を
と
お
し
て
地
域
の
児
童
文
化
の

向
上
と
美
術
教
育
の
振
興
に
大
き
く
寄
与

し
ま
し
た
。
昨
年
、
最
上
学
童
展
は
五
十

五
回
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
の
花
・
ア
ジ
サ
イ
を
題
材
と

し
た「
ア
ジ
サ
イ
の
街
写
生
会
」（
平
成
五
年

〜
十
年
）の
指
導
者
と
し
て
貢
献
す
る
な
ど
、

地
域
文
化
の
振
興
に
対
す
る
姿
勢
は
、
広

く
人
々
の
敬
愛
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
功
績
に
対
し
市
は
、
平
成
十
年
、
名
誉
市

民
の
称
号
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

B

交
流
か
ら
生
ま
れ
た
作
品

こ
れ
ま
で
、
近
岡
氏
か
ら
直
接
指
導
を
受

け
美
術
の
世
界
に
す
す
ん
だ
郷
土
人
に
は
、

大
手
広
告
会
社
会
長
や
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
行
う
郷
土
画
家
、
美
術
教
員
な
ど

多
く
の
美
術
指
導
者
が
い
ま
す
。
学
ん
だ

人
々
は
、
さ
ら
に
次
世
代
の
感
性
を
育
み
、

今
も
そ
の
精
神
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

近
岡
氏
が
与
え
た
影
響
に
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
意
外
な
こ
と
に
、

近
岡
氏
自
身
も
ま
た
、
子
ど
も
独
自
の
視

点
に
新
鮮
な
驚
き
を
発
見
し
、
自
ら
の
作

風
と
融
合
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
作
品
を
描
い

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
近
岡
氏
の
作
品
や
資
料
、
子

ど
も
た
ち
の
絵
百
九
点
な
ど
を
一
堂
に
展
示

し
た
企
画
展
を
、
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

七
十
年
に
も
及
ぶ
創
作
活
動
の
歴
史
と
、

画
伯
と
子
ど
も
た
ち
と
の
心
温
ま
る
交
流

の
情
景
を
語
り
か
け
て
く
る
こ
の
展
示
を
、

ど
う
ぞ
あ
な
た
の
目
で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

夢
は
少
年
美
術
館

佐
藤
　
廣

ひ
ろ
し

さ
ん（
末
広
町
）

わ
た
し
が
近
岡
先
生
に
師
事
し
た

の
は
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
で
す
。

何
回
か
一
緒
に
写
生
に
歩
い
た
あ
る

日
の
帰
り
道
、
ふ
と
先
生
が「
新
庄
に

少
年
美
術
館
を
建
て
る
の
が
わ
た
し
の

夢
な
ん
だ
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
の
最
初
の
企
画
が
昭
和
二
十
四

年
に
開
催
し
た「
最
上
学
童
展
」で
し

た
。
そ
れ
以
降
、
毎
年
欠
か
さ
ず
審
査

に
あ
た
ら
れ
、
今
日
ま
で
継
続
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

先
生
の
夢
見
る
少
年
美
術
館
は
そ

の
延
長
線
上
に
あ
り
、
実
現
は
ま
だ
先

の
こ
と
に
し
て
も
、
近
い
将
来
、
新
庄

に
少
年
美
術
館
と
あ
わ
せ
て
近
岡
善

次
郎
記
念
館
が
建
つ
日
が
く
る
の
を
願

っ
て
い
ま
す
。

▲今も現存する肘折温泉の郵便局を描いた『湯の街の西洋館』

▲子どもたちに指導する近岡氏（平成5年）

▲｢アジサイの街写生会｣で指導する近岡氏（左）と
佐藤廣氏（平成10年）
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は、回覧板です

▲区長総会 ▲感謝状贈呈者

太
　
田

山
科
敬
太
郎

荒
小
屋

三
原
　
重
雄

高
　
壇

大
場
　
忠
一

北
新
町

佐
藤
喜
久
子

北
新
町
団
地

矢
口
　
良
信

中
川
原

山
科
　
光
春

野
　
中

今
田
　
雄
一

谷
地
小
屋

今
田
　
　
篤

上
西
山

山
科
　
光
雄

滝
ノ
倉

沢
田
　
政
勝

冷
水
沢

今
田
　
　
素

泉
ヶ
丘

鈴
木
　
秋
夫

西
　
町

遊
佐
　
忠
蔵

北
部
地
区

飛
　
田

佐
藤
幸
一
郎

上
　
野

佐
藤
　
辰
雄

蛇
　
塚

伊
藤
　
　
馨

庚
　
申

笹
　
運
太
郎

川
原
町

中
鉢
　
　
隆

川
西
1
区

小
野
孝
太
郎

川
西
2
区

小
笠
原
清
六

川
西
3
区

伊
藤
　
　
公

川
西
4
区

丹
　
長
四
郎

川
西
5
区

八
鍬
　
　
廣

川
西
6
区

佐
藤
　
亮
一

桧
町
一
区

西
坂
　
公
一

桧
町
二
区

押
切
　
　
守

土
手
の
内

鎌
田
　
恒
夫

上
名
古
屋
敷

阿
部
　
光
徳

東
下
名
古
屋
敷

小
屋
　
宣
俊

西
下
名
古
屋
敷

小
関
　
俊
也

南
紙
漉
町

天
口
　
義
章

北
紙
漉
町

小
松
　
亮
範

上
沖
の
町

片
岡
廣
一
郎

下
沖
の
町

菅
藤
　
満
昭

若
葉
町
中
央

阿
部
　
純
二

若
葉
町
東

荒
川
　
清
昭

駅
構
内

大
場
　
博
文

春
日
町

稲
川
　
辰
也

曙
　
町

波
　
　
紀
雄

住
吉
町

武
田
　
清
夫

吉
　
袋

佐
藤
理
三
郎

日
の
出
町

鈴
木
美
喜
雄

三
吉
町

菊
地
　
英
夫

三
吉
新
町

兵
藤
　
栄
作

東
山
町

涌
井
　
弥
瓶

鳥
越
1
区

間
　
　
清
治

鳥
越
2
区

沼
澤
　
吉
義

鳥
越
3
区

星
川
　
庄
治

鳥
越
4
区

八
鍬
　
清
一

鳥
越
5
区
　
　
小
田
嶋
一
二

鳥
越
6
区

海
藤
千
代
松

鳥
越
7
区
　
　
白
谷
　
祐
一

鳥
越
8
区
　
　
柿
崎
　
信
一

駒
　
場
　
　
　
柏
木
　
　
剛

稲
舟
地
区

泉
田
一
区

奥
山
　
治
嗣

泉
田
二
区

奥
山
　
励
二

泉
田
三
区

海
藤
　
靖
彦

泉
田
四
区

阿
部
五
兵
衛

泉
田
五
区

柴
田
　
幸
人

桜
通
り
東

平
向
　
岩
雄

桜
通
り
西

須
藤
　
義
夫

旭
通
り

阿
部
　
壽
一

泉
田
駅
前
　
　
工
藤
　
幸
治

往
　
還
　
　
　
矢
口
　
進
一

往
還
新
町
　
　
楢
島
　
典
生

横
根
山
　
　
　
田
中
　
吉
夫

横
根
山
東
　
　
宮
林
　
　
要

赤
　
坂
　
　
　
山
科
昭
一
郎

■区長総会を開催しました
5月11日、16年度新庄市区長総会を市民プラザで開催し、

215人の区長に委嘱状を交付しました。
市長は｢これからのまちづくりは、市民と行政がさらに協働

してつくりあげていく必要があります。財政の健全化や市町
村合併など緊急かつ困難な課題も山積しておりますが、市の
将来を見すえ、皆さんのご協力を得ながら、一丸となってこの
難局を乗り越えていきたいと思います。よろしくお願いしま
す｣とあいさつを述べました。
区長総会（市主催）に続いて区長協議会総会が開催され、
長年にわたり区長を務め今回退任された方々に感謝状を贈
呈。今年度の事業計画や予算を決定しました。今年は2年ご
との役員改選が行われ、新しい役員体制が決まりました (会
長は引き続き松本2区・後藤實氏)。

■市民と市政の橋渡し
区長は市の非常勤特別職として、月2回、市からの広報物

の配布・回覧を通して行政情報を広く地区住民に知らせてい
ます。また、より良いまちづくりのため、地域の課題や市政へ
の意見を市に伝える重要な役割を担っています。
区長は町内で選出され、任期は2年単位。受け持つ世帯は、

平均で60世帯ほど。このたび、交代した区長は68人です。
市民と行政のパートナーシップをより推進し、協働によるまち
づくりを進めていくうえで、欠かすことのできない存在です。
今回、新庄市区長協議会より感謝状を贈呈された方々は

次のとおりです。
【感謝状贈呈者／10年以上】
鈴木昭男(野際町)、那須善雄(下北本町)、福田清兵衛(若葉
町東)、東谷和雄(本宮1区)、 橋又五郎(福宮)、小関榮松(三
本橋)、井上六郎(あたご町)
【永年勤続退任者／5年以上】
齋藤重剛(小月野)、笹孝一(御堀端南)、星川盛良(旭通り)、
土田久雄(川西6区)、田口進(上堀端)、田澤健一(下堀端北
組)、大類富蔵(金沢3)、佐藤哲雄(宮野)、伊藤茂巳(鳥越1区)、
松田壽夫(休場)

高 
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こんにち
円
満
寺
町

山
尾
　
順
紀

木
栄
町

渡
部
　
秋
夫

小
月
野

阿
部
　
孝
一

月
　
岡

阿
部
　
　
久

梅
ヶ
崎

荒
川
　
　
薫

一
本
柳

a
砂
　
勝
彌

中
　
山

a
砂
　
和
男

小
　
泉

三
原
　
完
治

上
神
明
町

大
野
　
　
昭

下
神
明
町

阿
部
　
一
郎

桜
馬
場

門
脇
　
　
正

水
上
町

沼
澤
　
秀
昭

三
本
橋

佐
藤
　
眞
一

石
川
町

今
田
　
正
男

上
万
場
町

若
野
　
禮
三

下
万
場
町

a
橋
　
満
男

常
葉
町
一
区

伊
東
啓
太
郎

常
葉
町
二
区

長
倉
　
康
爾

常
葉
町
三
区

長
倉
　
　
徹

中
山
町

佐
藤
　
菊
夫

吉
川
町

栗
田
　
　
誠

鍛
冶
町

a
階
喜
久
雄

茶
屋
町

神
部
　
　
忠

上
茶
屋
町

渡
部
　
孝
徳

中
道
町

須
藤
　
四
郎

明
倫
通
り

加
藤
征
太
郎

小
桧
室
団
地

大
場
　
勝
也

下
西
山

中
鉢
　
　
誠

あ
た
ご
町

大
類
　
俊
明

新
　
田

柏
倉
八
百
吉

西
部
地
区

上
堀
端

鏡
　
　
正
憲

大
正
町

伊
藤
　
喜
一

仲
　
町

阿
部
　
　
智

下
仲
町

工
藤
　
　
貞

岡
崎
町

森
　
　
徳
康

泉
　
町

齋
藤
　
　
宏

下
堀
端
北
組

魚
谷
　
忠
志

下
堀
端
南
組

柴
田
　
光
文

御
堀
端
東

佐
藤
　
勝
美

御
堀
端
中

佐
藤
　
武
士

御
堀
端
西

阿
部
他
人
吾

御
堀
端
南

坂
本
　
正
喜

教
育
セ
ン
タ
ー
前
佐
藤
　
忠
雄

宮
内
一

長
澤
　
　
清

宮
内
二

草
壁
耕
二
郎

宮
内
三

沓
澤
　
三
郎

千
門
町
1
区

石
川
　
兼
寿

千
門
町
2
区

佐
藤
　
　
誠

千
門
町
3
区

荒
木
　
　
茂

宮
内
新
町

青
木
　
　
誠

上
仲
町

泉
谷
　
一
男

上
南
本
町

井
上
　
和
郎

南
　
町

田
澤
　
　
篤

本
　
町

石
川
　
泰
助

馬
喰
町

辺
見
　
忠
雄

清
水
川
町

笹
　
　
昭
允

山
片
町

柳
川
　
隆
昌

落
合
町

中
川
　
惣
蔵

栄
　
町

柳
谷
　
富
男

御
長
柄
町

栗
田
　
吉
明

中
部
地
区

東
本
町

今
田
　
雄
三

東
　
町

樋
渡
　
勝
彦

東
天
町

三
浦
　
　
眞

柳
　
町

早
坂
　
昭
二

上
北
本
町

渡
部
　
宗
夫

下
北
本
町

大
町
　
　
功

横
　
町

本
澤
　
昌
紀

梨
ノ
木

橋
本
　
信
勝

関
　
屋

伊
藤
　
健
治

大
福
田

阿
部
　
哲
郎

上
山
屋

金
田
　
　
直

下
山
屋

小
野
　
富
蔵

上
鉄
砲
町

大
又
　
恒
松

下
鉄
砲
町

上
野
　
直
樹

下
田
町

岩
渕
　
隆
次

金
沢
新
町

前
盛
　
知
見

玉
の
木
町

栗
田
　
耕
一

玉
の
木
新
町

芦
名
　
マ
サ

金
沢
一

小
野
　
定
幸

金
沢
二

加
藤
　
忠
彦

金
沢
三

田
澤
　
晃
一

金
沢
四

加
藤
　
　
太

金
沢
五

柏
倉
　
文
彌

金
沢
六

青
木
　
恒
治

金
沢
七

鈴
木
　
忠
男

幸
　
町

田
宮
晴
三
郎

末
広
町
一
区

五
十
嵐
章
吉

末
広
町
二
区

阿
部
　
　
正

末
広
町
三
区

加
藤
　
俊
治

南
末
広
町

今
田
　
　
實

東
部
地
区

二
ツ
屋
　
　
　
黒
坂
　
五
郎

拓
　
生
　
　
　
武
田
　
光
一

柏
木
山
　
　
　
伊
藤
　
正
利

休
　
場
　
　
　
伊
藤
　
　
隆

市
野
々
　
　
　
篠
木
　
順
二

松
　
枝
　
　
　
安
彦
　
　
浩

松
本
1
区
　
　
佐
藤
　
太
朗

松
本
2
区
　
　
後
藤
　
　
實

松
本
3
区
　
　
齊
藤
　
　
勲

新
松
本
町
　
　
矢
口
　
重
一

仁
　
間
　
　
　
早
坂
　
正
幸

福
　
田
　
　
　
中
嶋
祐
太
郎

野
際
町
　
　
　
小
野
　
和
男

本
宮
1
区
　
　
畠
山
　
　
糺

本
宮
2
区
　
　
伊
藤
　
幸
義

松
本
団
地
　
　
有
江
　
ト
シ

角
　
沢
　
　
　
高
橋
　
　
眞

大
谷
地
　
　
　
松
田
　
信
行

清
　
水
　
　
　
二
戸
　
順
一

芦
　
沢
　
　
　
下
山
　
俊
雄

土
　
内
　
　
　
早
坂
　
　
登

二
枚
橋
　
　
　
早
坂
　
良
一

仁
田
山
一
　
　
星
川
　
信
夫

仁
田
山
二
　
　
伊
藤
　
裕
一

萩
野
一
　
　
　
齋
藤
　
秀
松

萩
野
二

安
食
　
勝
行

萩
野
三

廣
野
　
健
吉

萩
野
四

伊
藤
　
賢
一

吉
　
沢

大
場
　
智
弘

黒
　
沢

小
嶋
　
敏
男

萩
野
地
区

昭
和
一
　
　
　
荒
井
　
　
彰

昭
和
二
　
　
　
黒
田
　
悌
二

昭
和
三
　
　
　
阿
部
　
茂
彦

昭
和
四
　
　
　
保
角
　
勝
義

昭
和
五
　
　
　
田
中
　
智
雄

塩
　
野
　
　
　
佐
藤
　
善
美

柏
木
原
　
　
　
菊
地
　
光
敏

本
合
海
一
　
　
平
賀
　
孝
一

本
合
海
二
　
　
松
田
　
　
剛

本
合
海
三
　
　
加
賀
　
敏
雄

本
合
海
四
　
　
八
鍬
　
昭
夫

本
合
海
五
　
　
齋
藤
　
晃
一

本
合
海
六
　
　
元
木
　
秀
也

本
合
海
七
　
　
清
水
　
清
勝

本
合
海
八
　
　
早
坂
　
橋
一

畑
　
　
　
　
　
松
田
　
嘉
門

宮
　
野
　
　
　
a
山
　
克
博

福
　
宮
　
　
　
a
山
　
和
男

長
　
坂
　
　
　
佐
藤
　
茂
安

升
形
上
一
　
　
須
田
　
　
明

升
形
下
一
　
　
遠
藤
　
晴
男

升
形
上
二
　
　
阿
部
　
一
巳

升
形
下
二
　
　
八
鍬
　
昭
良

升
形
三
　
　
　
井
上
　
義
一

升
形
四
　
　
　
佐
藤
　
吉
富

升
形
五
　
　
　
小
野
　
竹
夫

前
　
波
　
　
　
熊
坂
　
武
美

（
敬
称
略
）

八
向
地
区

平成16年度
新区長
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B
予
算
と
事
業
の
ス
リ
ム
化

今
年
度
の
市
の
予
算
は
百
三
十
六
億

円
と
、
五
年
前
の
三
十
六
％
減
、
さ
ら

に
十
年
前
の
水
準
を
も
下
回
る
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
十
年
間
の
財
政
試
算

で
も
、
百
二
十
〜
百
三
十
億
円
台
で
推

移
す
る
見
込
み
で
す
。

少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
・
経
済
情
勢

が
変
化
す
る
中
で
、
将
来
に
わ
た
り
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
持
続
し
て
い

く
に
は
、
借
金
を
極
力
減
ら
し
、
歳
入

に
見
合
っ
た
財
政
構
造
に
転
換
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
歳
入
面
で
は
市
税
収
入

な
ど
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
歳
出

面
で
は
予
算
・
事
業
の
絞
り
込
み
が
必

要
で
す
。
事
業
を
縮
小
・
廃
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

B
組
織
の
ス
リ
ム
化

事
業
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
職
員
数

を
減
ら
す
な
ど
組
織
を
ス
リ
ム
化
す
る

こ
と
も
不
可
欠
で
す
。
今
後
三
〜
四
年

は
、
職
員
の
採
用
を
休
止
し
、
そ
の
間
の

退
職
者
約
四
十
名
分
を
減
員
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ま
で
職
員
が
行
っ
て
き
た
こ

と
を
民
間
企
業
や
N
P
O
な
ど
に
委
託

これまで、清掃などの部分的な業務委託を除いて、公共
施設の全体的な管理運営の委託先は公共的団体などに限
られていました。昨年、法律が改正され、NPO（非営利組織）
や町内会などの団体、民間企業に委託することができるよう
になりました。
市は、この新しい制度を活用し「市民による新しい施設管

理運営」を進め、より効率的に管理しながら利用者サービス
を向上できないか検討しています。
サービス提供者が行政でなくなることについて市民はどう

思うか、市民から信頼さ
れる受け手としてどんな
団体があるかなど、まざ
まな問題について市民
と市がともに話し合う検
討会を開催します。どう
ぞご参加ください。

●対象 どなたでも
●とき 6月25日（金）午後7時～8時30分
●ところ 市役所3階会議室
●内容
新しい制度（指定管理者制度）の説明、導入上の
問題点などについての意見交換
●申し込み
6月21日（月）まで住所・氏名・連絡先を明記のうえ、
郵送、電話、ファクス、メールなどで、〒996‐8501
新庄市総務課行政改革推進室まで。
122‐2111（内線1218）
ファクス：22-0989
eメール：soumu＠city.shinjo.yamagata.jp

スリム化、効率化、そして市民パワーで

小さく元気な市役所に
今進めている行財政改革は「小さく、元気な市役所づくり」を目標としています。

その実現には、これまでのサービスを見直し、市が直接行ってきたサービスの提供を
市民の方々に担っていただくなど、市民の皆さまの理解と参画が不可欠です。
今回は、市が目指している「小さく、元気な市役所」の考え方について説明します。

市民が真に必要とすることを効率よく行う「小さな市役所」づくり

意欲ある職員と責任ある市民が協働する「元気な市役所」づくり

市民の意欲、ノウハウ、ネットワークを生かした
「公共施設の管理運営」を探る

▲市民プラザ窓口

～よりよい公共施設の管理運営のために～

施設管理検討会
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と
が
適
正
に
評
価
さ
れ
る
制
度
を
確

立
し
意
欲
を
高
め
ま
す
。

B
市
民
の
パ
ワ
ー
で
元
気
に

行
政
に
参
画
し
た
い
と
い
う
市
民
の

意
欲
は
高
ま
っ
て
お
り
、
市
も
、
市
民

と
の
協
働
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
進
め
て

い
る
市
民
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
市

民
協
働
推
進
指
針
」の
策
定
も
そ
の
動

き
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
行
政
改
革
方
針
で

は
、
市
民
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
職
員
に
代
わ
っ
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

当
面
は
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営
へ

の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
話
し
合
う
た
め「
施

設
管
理
検
討
会
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
行
財
政
改
革
に
向
け

た
市
の
考
え
・
動
き
を
随
時
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

1
内
線
2
1
8

シリーズ行行財財政政改改革革
市有地を
売ります

し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
営
感
覚
を
取

り
入
れ
効
率
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

B
ま
ず
職
員
が
元
気
に

元
気
な
市
役
所
を
つ
く
る
に
は
、

何
よ
り
も
職
員
が
改
革
に
前
向
き
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

職
員
の
多
く
は
、
少
な
い
予
算
を
創

意
工
夫
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し

な
が
ら
何
と
か
財
政
危
機
を
乗
り
切

り
、
地
域
に
明
る
い
展
望
を
切
り
開
こ

う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
職
員
研
修
を
充
実
し
、
政
策

形
成
な
ど
職
員
に
必
要
な
能
力
を
さ

ら
に
高
め
ま
す
。
ま
た
、
努
力
し
た
こ

■取得できる人
新庄市・最上郡内在住者
■一次締め切り
①＝7月7日（水）
②＝6月23日（水）
■申込方法 市財政課にある申込用紙で
お申し込みください

◎詳しくは、財政課へ。1内線236

平
成
16
年
度
新
庄
市
職
員
採
用
試
験

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
総
務
課
1
内
線
２
１
６
・
２
１
７

体系図 

小さな市役所 
 

 ○事業のスリム化 
 ○組織のスリム化 
 ○市有財産の 
　　　　整理・活用 
 

元気な市役所 
 

○仕事を進める 
　新しいシステムづくり 

○職員の意欲向上 

元気な市民とのパートナーシップ 
○情報提供の充実 
○市民活動の支援 
○市民によるサービス提供 
 

①住吉町／旧日本たばこ産業跡地
●所在地　新庄市住吉町1051－2
（都市計画区域内／商業地域）
●地目 宅地
●面積　約5,761㎡
●価格　 2億451万円

②沼田町用地
●所在地
新庄市沼田町27－1外１筆
（都市計画区域内／第一種住居地域）
●地目 宅地
●面積　約202㎡
●価格　1,292万円

旧日本たばこ産業跡地

新
庄
駅→

←

雪
の
里
情
報
館

最
上
公
園→

市道石川町・下神明町線

←市役所

沼田町用地
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健康メモ

歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
で
す

歯
周
病
は
、
肥
満
症
や
高
血
圧
症
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
生
活
習
慣
病
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
食
事
や
歯
磨
き
、
疲

労
、
喫
煙
な
ど
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
発
症
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

●
予
防
法

①
歯
と
歯
の
間
を
糸
よ
う
じ
・
歯
間
ブ

ラ
シ
な
ど
で
き
れ
い
に
す
る（
歯
科
医

師
の
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
）

②
正
し
く
歯
を
磨
き
ま
し
ょ
う

③
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
る

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
歯
周
病
の

進
行
状
況
な
ど
を
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
歯
石
が
あ
れ
ば
取
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

◎詳しくは、健康課健康推進室ヘ。1内線513～516

こ
れ
ま
で
の
選
挙
で
は
、
投
票
日
当

日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
事
前
に
市

役
所
で「
不
在
者
投
票
」
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
場
合
、
選
挙
人

は
二
重
に
封
筒
に
入
れ
署
名
し
、
そ

れ
を
投
票
日
に
投
票
管
理
者
が
開
封

し
投
票
箱
へ
入
れ
る
と
い
う
煩
雑
な
手

続
き
が
必
要
で
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
公
職
選
挙
法
が
改

正
さ
れ
、
投
票
日
前
で
も
投
票
所
と

同
じ
よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
直
接
投

票
箱
に
入
れ
投
票
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

「不在者投票」が簡素化され投票しやすくなりました
～「期日前投票制度」のお知らせ～

「期日前投票制度」のあらまし
●対象となる投票 名簿登録地の市区町村で行う投票
●投票できる人 投票日に仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭の用事
があるなど、一定の事由がある人（これまでの不在者投票と同じく宣
誓書の提出が必要です）
●投票期間 告示日または告示日の翌日から投票日の前日まで
●投票時間 午前8時30分～午後8時
●投票場所 市役所　選挙管理委員会（東庁舎1階）

◎詳しくは、選挙管理委員会事務局ヘ。1内線420・421
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いきいき

新庄人 街を元気にしたい
福田　真さん（本町）

三
月
初
め
、
一
本
の
電
話
を
受
け
た
。

「
新
庄
―
酒
田
間
を
Ｓ
Ｌ
が
七
月
ご
ろ
走

る
予
定
で
す
。
ど
う
で
す
か
、
ま
た
行
き

ま
す
か
」そ
う
言
え
ば
昨
年
の
秋
、
新
庄

在
住
の
親
友
を
誘
っ
て
Ｓ
Ｌ
乗
り
に
出
か

け
て
行
っ
た
。
今
年
の
七
月
、
八
月
は
す

っ
か
り
予
定
が
入
っ
て
い
て
残
念
な
が
ら

丁
重
に
お
断
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

五
月
中
旬
、
七
月
十
七
、
十
八
、
十
九

日
に
運
行
日
が
決
ま
っ
た
と
の
知
ら
せ
を

受
け
、
少
し
気
持
ち
が
揺
ら
い
だ
が
、
予

定
変
更
は
も
う
で
き
な
い
。
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
今
年
は
一
月
末
か
ら
、
一
週
間

が
一
日
位
の
感
覚
で
過
ご
し
て
い
る
私
が

存
在
し
て
い
た
の
で
す
。
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
疲
れ
て
ギ
ス
ギ
ス
す
る
こ
と
も
な

く
余
暇
を
上
手
に
使
い
こ
な
し
て
い
た
こ

と
に
感
謝
し
た
。

朝
、
窓
を
開
け
る
と
柑
橘

か
ん
き
つ

類
の
甘
い
花

の
香
り
が
漂
っ
て
い
て
、
な
ん
と
も
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
レ
モ
ン
、
キ
ン

カ
ン
、
夏
ミ
カ
ン
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
な

ど
、
こ
れ
は
み
な
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
た
め
に

種
か
ら
私
が
育
て
て
い
る
も
の
で
、
実
を

収
穫
し
よ
う
な
ど
と
大
そ
れ
た
こ
と
は

考
え
て
も
い
な
い
。

そ
の
事
を
知
っ
て
い
る
の
か
花
は
咲
け
ど

も
実
は
結
ば
ず
の
状
態
が
こ
こ
何
年
も
続

い
て
い
る
。
光
り
輝
く
新
芽
に
春
生
ま
れ

の
少
々
小
型
の
ア
ゲ
ハ
た
ち
が
次
々
と
訪

れ
卵
を
産
ん
で
い
き
、
そ
れ
ら
が
大
型
の

夏
の
チ
ョ
ウ
に
な
る
こ
ろ
、
も
う
立
派
に
役

目
を
果
た
し
て
く
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る

の
に
、
け
な
げ
に
も
花
を
咲
か
せ
て
、
私

を
心
底
喜
ば
せ
感
激
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
。

そ
う
い
え
ば
、
一
月
の
梅
の
花
か
ら
始

ま
っ
て
藤
の
花
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
、ユ
リ
、
木
犀

も
く
せ
い

と
、
季
節
ご
と
に
朝
の
外
気
の
中
で
、いい

香
り
を
放
つ
花
々
を
私
は
無
意
識
的
に
育

て
て
い
た
こ
と
に
気
が
つい
た
。
毎
朝
五
時

起
き
し
て
一
時
間
、
草
花
の
手
入
れ
を

し
て
い
る
私
に
、
家
人
は
笑
い
な
が
ら「
歳

の
せ
い
で
早
起
き
に
な
っ
た
」と
憎
ま
れ
口

を
た
た
い
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う

で
も
いい
こ
と
、
気
に
し
な
い
気
に
し
な
い
。

さ
あ
、
や
ん
わ
り
、
よ
き
こ
と
有
り
そ

う
な
、
私
の
今
日
一
日
の
始
ま
り
で
す
。

ここに住みつづける覚悟で帰ってきた人のほうがより強

いのかもしれません。今まで中心商店街に人を集めるた

めにさまざまなことを手がけてきましたが、つらいことも

多くあります。でも、お客さんの喜ぶ顔や終了後にたずさ

わった人たちの満足げな表情を見ると、それまでの苦労

も忘れます。街を盛り上げようという意識の変化や、その

瞬間だけであったとしても街が盛り上がった実感、手ごた

えを感じたときは、やりがいを感じます。

これからも、他の団体との連携や空き店舗の活用、イベ

ント企画の提供など、柔軟な発想で街が元気になる方法

を提案し、できることから実行していきたいと考えていま

す。7月24日には、ストリートライブ（＆パフォーマンス）

フェスタも計画しています。

将来は、新庄にあるものを生かした全国に名をとどろ

かせるようなこと

が地元で実現でき

ればいいですね」福

田さんの落ち着い

た静かな語り口に

は、熱いエネルギ

ーが感じられます。

「3年前に新庄に帰ってきて、家業を手伝い始めました。

そのころから、街の中がさびしく感じられて、何か街全体

が盛り上がるようなことがしたいと思っていました」と語

る福田さんは、中心商店街ににぎわいを取り戻し、地域を

活性化していこうと、仲間4人で「AMP（アンプ）」を結成

しました。

「AMPは、オーディオ機材のアンプ（音声増幅機）から

名づけました。それには、一個人一団体のほんの小さな

街への思いを増幅して、大きな街づくりにかえていこうと

いう願いを込めています。私たちが中心となって街づくり

をするのではなく、いかに多くの人たちに“自分たちの街

を自分たちの手で復活させる”という意識を持ってもらう

かが大きな鍵になっています」と福田さん。5月には、「鴨

源春まつり」を商店街と合同企画し、市内のNPO団体と

協力してイベントを成功に導きました。

「自営業は厳しく、帰ってきてから収入はだいぶ減りま

した。街がさびしく何とかにぎわいを取り戻したいと思う

のは、ずっと新庄で暮らしている人より新庄を一度離れ、

気
分
は
い
つ
も
ハッ
ピ
ー
で

B

新
庄
藩
江
戸
家
老

津
谷
タ
ズ
子
さ
ん（
東
京
都
在
住
）

▲南本町商店街にて

▲童話作家の津谷さん
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季節の話題・市政の動き・催しなどを 
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最上公園に句碑を建立
昭和初期から新庄まつりの山車人形を

製作している野川家の礎を築いた故・野

川北山氏の句碑が、護国神社前に建立

されました。北山氏は印刻業を営みな

がら劇人形の創作・改良に取り組む一

方で、明治41年に俳諧結社「北陽社」を

創設。多くの俳人を育て地域文化の振

興に貢献しました。この句碑は、来年の

新庄まつり250年祭を前に北山氏の功績

をたたえようと、地元有志により野川家

の敷地から移設されたものです。

街に昔のにぎわいを
中心商店街ににぎわいを取り戻そうと、

南本町商店街で「鴨源春まつり・南本町

すぷりんぐフェア」が開催されました。市内

のＮＰＯ法人、子育てサークルなどが協力

した商店街ウォークラリーや昔遊びのほ

か、全国でも珍しい買い物前の「福引」

など、ユニークな催しに多くの市民が訪

れました。このイベントは、南本町商店街

と地域の活性化を目指す市民グループ

「AMP」が「より多くの人に地域の活性化

を考えてもらいたい」と企画しました。

明るく住みよい街に
市は、東北電力新庄営業所から街路灯

15基をいただきました。この寄贈は、東

北電力が「ふれあいキャンペーン」の一

環として昭和42年から行っているもので、

市内各地の安全に役立っています。

地域スポーツクラブ誕生
気軽にスポーツを体験し指導も受けられ

る「新庄21地域スポーツクラブ」が誕生し

ました。それぞれの年齢・体力に合った

バラエティーに富んだメニューを用意して

います。来年には、「総合型地域スポー

ツクラブ」の発足を目指しています。

◎申し込みは、生涯スポーツ課・

市体育協会へ。122-0681

▲春山を楽しんだ陣ヶ峰散策ツアー（5月3日／
陣峰ライン）

▲谷川義雄氏から寄贈された昭和14年の記録
映画「雪国」上映（4月30日／雪の里情報館）

▲街路灯の寄贈（5月19日／市役所）

▲品評会で特別賞に輝いた阿部麻吉さんの
鉢植えサクランボ（市役所玄関ロビー展示）

▲NPO・市民サークルなども協力した鴨源春まつり・南本町すぷりんぐフェア（5月9日／南本町商店街）

▲野川家初代北山句碑「日の裏は風の冷たし梅の花」建立除幕式（4月30日／最上公園）
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■第12回クリテリウム新庄大会
【小学生男子の部】④堤大樹（北辰）⑤遠藤典
真(北辰)【小学生女子の部】①遠藤桂花（北辰）
【一般女子の部】⑤三嶋花子(新庄神室産業高)
■最上地区中学校駅伝大会
【男子（6区間）】①金山②真室川③最上④舟形
⑤及位⑥明倫（佐々木涼多、日下部康、小倉文
弥、吉浦恭介、須藤裕也、武田敏弘）
【女子（5区間）】①真室川②金山③最上④新庄
（高橋美希、森菜央、高橋彩、渡辺穂奈美、森
千尋）⑤萩野（井上恵梨子、丹夏実、五十嵐真
紀、早坂三鈴、奥山歩）⑥大豊
■第16回新庄市文化団体会議功労賞
楢岡三郎（城南町）、西田幹夫（中道町）

栄 光 を た た え て

スピード＆テクニック！
高低差の少ないコースを周回する第12回

クリテリウム新庄大会。全国から10種目に

約150人の選手が出場。ゴールを目指し

スピードとコーナリング技術を競いました。

新庄藩の大絵図展
ふるさと歴史センターでは、新庄藩の領

地を克明に描いた『新庄藩領内絵図』を

展示しています。この絵図は、江戸時代

中期ごろ新庄藩主が絵師に命じて作ら

せたもので、藩内（現在の最上郡）の様

子が描かれています。江戸藩邸におい

て藩主が常にかたわらに置き、藩政の

資料として利用したといわれており、昭和

48年に市指定文化財になっています。

雪国総合研究所
雪害救済運動発祥の地・新庄で、雪や雪

国文化についての調査・研究を進め、雪

国の未来を展望した地域振興を目指そう

と雪国総合研究所が結成されました。そ

の記念として、研究所長を務める大友義

助氏が「雪調」の役割と業績などを講演。

今後も研究所は、新たな視点から雪国を

見つめ直す情報を発信していきます。

▲第12回クリテリウム新庄大会（5月5日／中核工業団地）

▲収蔵史料特別公開「新庄藩の大絵図展」（9月30日まで／ふるさと歴史センター）

▲小学生・高校生ボランティアも協力した薬物乱用防止・
献血推進の街頭キャンペーン（5月19日／新庄駅前）

▲枠転がしなどが行われた伝統の田植え競技
会（5月28日／新庄神室産業高校）

▲彫刻家・松井洋さん（新庄市出身）の初の個展
（5月30日～6月6日／市民プラザ）

▲雪国総合研究所設立記念講演会「雪調における
地域振興の試み」（5月30日／雪の里情報館）
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市役所122-2111

イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

◎新庄社会保険事務所122-2050 不正改造車排除運動、実施中！◎国土交通省

▼
対
象

関
心
の
あ
る
人
・
実
践
し

て
い
る
人（
30
人
）

▼
と
き

6
月
27
日
a
、
7
月
3
日

g
、
17
日
g
、
9
月
11
日
g
の
4
回

い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
▼
と
こ
ろ
市
立
図
書
館

▼
資
料
代
1
、0
0
0
円

▼
申
し
込
み
6
月
20
日
a
ま
で

y
市
立
図
書
館

1
22
｜

2
1
8
9

バ
ル
ボ
ン
さ
ん

1
23
｜

3
1
5
0

▼
と
き
6
月
27
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分
▼
内
容

日
本
茶

を
楽
し
み
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
国

国
際
交
流
ひ
ろ
ば

は
い
っ
と
ぉ
〜
！
チ
ャ
！
・
Ｃ
ｈ
ａ
！
・
茶
！

市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
養
成
講
座

の
七
夕
の
話
を
聞
く

▼
参
加
費
実
費（
茶
・
菓
子
代
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

y
市
民
プ
ラ
ザ

1
22
｜

4
2
0
0

▼
対
象
ど
な
た
で
も

▼
と
き

第
2
・
3
・
4
火
曜
日
午

後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

▼
と
こ
ろ
市
民
プ
ラ
ザ

▼
講
師
中
山
修
一
氏

▼
会
費
月
2
、0
0
0
円

y
山
形
県
太
極
拳
協
会
新
庄
教

室
・
和
地
　
　
　

1
22
｜

5
9
6
2

▼
と
き

7
月
5
日
b
〜
6
日
c

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ
市
民
プ
ラ
ザ

▼
内
容

再
就
職
の
準
備
、
雇
用

情
勢
と
求
職
活
動
、
保
険
と
税
金

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

（
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
）

太
極
拳
教
室
会
員

▼
種
目

ペ
タ
ン
ク
、
ダ
ー
ツ
、
輪
投

げ
な
ど
障
害
の
程
度
に
か
か
わ
ら

ず
参
加
で
き
る
競
技

▼
申
し
込
み
6
月
15
日
c
ま
で

y
新
庄
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

1
22
｜

2
6
3
8

▼
6
月
21
日
B

新
庄
も
が
み
農

協
昭
和
支
店
前
＝
午
前
9
時
〜
10

時
15
分
／
同
塩
野
倉
庫
前
＝
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
／
同
萩
野
支
店

中
央
倉
庫
前
＝
午
後
1
時
〜
3
時

▼
6
月
21
日
C

新
庄
市
農
協
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
＝
午
前
9
時
〜

11
時
／
同
仁
間
倉
庫
前
午
後
1
時

〜
3
時

y
農
林
課
農
林
振
興
室

1
内
線
2
6
7

農
業
用
使
用
済
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

今
年
か
ら
市
か
ら
の
防
除
機
械

の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。
町

内
会
な
ど
で
防
除
す
る
場
合
は
、

機
械
を
持
っ
て
い
る
人
ま
た
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
1
22
｜

3
0
6

5
）な
ど
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

y
環
境
課
環
境
保
全
室

1
内
線
4
3
2

▼
対
象

耐
久
性
の
高
い
住
宅
や

県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
を

建
設
・
購
入
す
る
場
合
の
住
宅
ロ

ー
ン

▼
融
資
限
度
額
2
、5
0
0
万
円

▼
利
子
補
給
率

0
・
5
％
、
1
・

0
％

▼
申
し
込
み
6
月
18
日
f

ま
で（
抽
選
の
場
合
あ
り
）

y
最
上
総
合
支
庁
建
築
課

1
28
｜

1
5
4
0

山
形
の
家
づ
く
り

利
子
補
給
制
度

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

の
防
除

募集

お知らせ

「きれいな川で住みよいふるさと」運動
○6月27日A午前6時～8時○市内8河川
◎建設課道路整備・雪対策室1内線527

な
ど
▼
受
講
料
無
料

▼
定
員
15
人

▼
申
し
込
み
6
月
30
日
d
ま
で

※
託
児
あ
り
ま
す（
先
着
6
人
）

y
21
世
紀
職
業
財
団
山
形
事
務
所

1
0
2
3
｜

6
4
2
｜

2
0
2
1

▼
団
地
名

三
吉
町
ア
パ
ー
ト
2
・

3
号
棟（
各
1
戸
）

▼
募
集
期
間

6
月
14
日
b
〜
18

日
f
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

y
山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

最
上
事
務
所

1
23
｜

3
1
1
6

▼
対
象

10
歳
以
上
で
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
市
内
在

住
の
人
▼
と
き

7
月
2
日
f
午

前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
す
ぽ
ー
て
ぃ
あ

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
出
場
者

県
営
住
宅
入
居
者

花フェスタ・コンテナガーデン
ハンギングバスケット講習会

市役所122-2111622-0989

○ところ かむてん公園ときめき広場
○講　師 栗田哲人さん
○受講料 各2,000円（材料代込）
○定　員 各20人
○申し込み 開催日の3日前まで
◎詳しくは、都市開発課花みどり推進室
へ。 1内線535・536

陣峰森づくり体験
～緑豊かな自然に親しみませんか～

下水道使用料を
改定します

・ら・せ

下水道使用料は、浄化センター
や下水道管の維持管理にあてられ
ています。健全な事業運営と下水
道の普及拡大を図るため7月使用分
（8月納付）から使用料を改定します。
基本料金（水量10„まで）は据え

置き、従量使用料（水量10„を超え
た分）について改定します。
○下水道使用料の計算方法
［基本料金＋従量使用料］に消費税
を加算した額
※使用水量が20„の標準的な世帯
では、使用料金は、3,202円（改定
前3,097円）となります。
◎料金表は後日配布します。詳しく
は、下水道課業務普及室へ。

123-5100

○と き 7月3日G午前9時～正午（新庄
駅東口集合・バスで移動）

○ところ 陣峰市民の森
○内 容 森づくり体験（下刈り）、森林ト
レッキング、木工クラフト体験など

○申し込み 6月25日Fまで
◎参加無料です。詳しくは、農林課農林
振興室へ。 1内線262

コンテナガーデン
午後7時～09時30分6月19日�
午前9時～11時30分20日�
午後2時～04時30分22日�

ハンギングバスケット
午後3時～05時30分6月19日�
午後2時～04時30分20日�
午後7時～09時30分22日�
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SHINJO INFORMATION

6月のお・知

年金改定通知書／6月7日までに社会保険業務センターから受給者あて発送しました。

▼
対
象
60
歳
以
上
の
人

▼
と
き

6
月
27
日
a
午
前
9
時

〜
午
後
3
時（
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

y
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー1

23
｜

3
0
7
7

最
上
保
健
所
で
は
、
心
の
健
康

に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
精
神
科
医
師
、
保
健
師
な

ど
が
応
対
し
ま
す
。（
予
約
制
）

精
神
保
健
福
祉
相
談

▼
対
象
ど
な
た
で
も

▼
と
き

第
2
火
曜
日
と
第
4
水

曜
日
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
3
時

思
春
期
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

▼
対
象
10
〜
20
歳
代
の
人
・
家
族

心
の
健
康
相
談

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

無
料
相
談
・
治
療

▼
と
き

第
3
火
曜
日
午
後
1
時

〜
3
時

y
最
上
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課

1
22
｜

5
6
3
4

労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
お

け
る
解
雇
、
配
置
転
換
、
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
の
個
別
紛
争
問
題
解
決
の
た

め
の
手
伝
い（
あ
っ
せ
ん
）を
し
ま
す
。

y
山
形
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

1
0
2
3
｜

6
2
4
｜

8
2
2
6

県
で
は
、
今
月
、
県
政
に
対
す

る
満
足
度
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
員
が
う
か
が
っ
た
際
は
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

y
山
形
県
新
行
財
政
シ
ス
テ
ム
推
進
課

1
0
2
3
｜

6
3
0
｜

3
1
1
4

県
民
満
足
度
調
査

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す

第24回民踊のつどい
○6月27日A午後1時開演

○市民プラザ大ホール○入場無料
◎新庄おどり睦会・高橋122-3318

地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を
行

う
法
人
を
設
立
し
、
非
自
発
的
離

職
者
1
人
以
上
を
含
む
3
人
以
上

の
労
働
者
を
新
た
に
雇
用
し
た
場

合
に
、
新
規
創
業
経
費
や
労
働
者

の
雇
い
入
れ
を
支
援
し
ま
す
。

y
山
形
労
働
局
職
業
対
策
課

1
0
2
3
｜

6
2
6
｜

6
1
0
1

入
学
金
や
授
業
料
、受
験
費
用
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
、
入

学
・
在
学
に
必
要
な
お
金
を
融
資

す
る
制
度
で
す
。
▼
融
資
金
額
学

生
・
生
徒
1
人
に
2
0
0
万
円
以

内
▼
返
済
期
間
10
年
以
内

y
国
民
生
活
金
融
公
庫
山
形
支
店

1
0
2
3
｜

6
4
2
｜

1
3
3
1

国
の
教
育
ロ
ー
ン

独
立
・
起
業
支
援
制
度

7月から山形県乳幼児医療給付事業の所得要件が緩和されます
0歳から小学校就学前の乳幼児が

医療機関で診察を受けた場合、扶養し
ている人の所得に応じて医療費の支
払いが、一部助成または無料になる制
度の所得要件が緩和されます。
○所得要件 14年または15年分所得
が次の金額の人（年は申請月や誕生日
により異なります）

※扶養者数は所得税法上の扶養人
数。扶養者が4人以上の場合は1人に
つき38万円加算。老人扶養親族は1
人につきさらに6万円加算。

※所得制限額＝所得から8万円と次の
金額を引いた額（市町村民税で受けた
控除による）
医療費・雑損・小規模共済掛金＝当
該控除額、障害・寡婦・寡夫・勤労学
生＝27万円、特定寡婦＝35万円、特
別障害＝40万円、老年者＝50万円
○適用期間 申請月から誕生月まで（誕
生日が7月以降の人は8月以降に再
度申請が必要です）
○申請受付 7月1日から
○持ち物 乳幼児の保険証、印鑑、15
年1月2日以降の転入者は所得控除
額の内容がわかる所得額証明書
※既に乳幼児医療証を持っている人は、
有効期限後に手続きが必要です。
◎詳しくは、健康課国保医療室へ。

1内線511・512・517

¡と き 7月4日A午前9時～午後4時
¡ところ 東山公園「あじさいの杜」
¡内 容 あじさい撮影会、茶会、ふれあい
ワンワンパーク、バンド演奏、あじさいの苗
木プレゼント（主催／あじさいを育てる会）
◎詳しくは、都市開発課花みどり推進室へ。

1内線535・536

～雪とのつきあい方・克雪から利雪へ～

¡と き 7月3日G午後1時30分～4時
¡ところ 雪の里情報館 雪国文化ホール
¡講 師 長岡雪氷防災研究所

新庄支所長・佐藤威氏
¡受講料 500円
¡申し込み 6月29日Cまで
※講演前に民話語りがあります。
◎詳しくは、雪の里情報館へ。122-7891

市内のコーラスサークルや小・中・高校
の合唱部が美しい歌声を響かせます。
¡と き 6月26日G午後2時開演
¡ところ 市民文化会館大ホール
◎入場無料です。詳しくは、市民文化会館
へ。 122-7029

親子でおどりやボール運びなどのゲーム
を楽しみながら交通ルールを学ぶ運動会
です。
¡と き 6月26日G午前9時～11時30分
¡ところ 市体育館
◎詳しくは、環境課消防交通室へ。

1内線436

¡と き 6月25日F午前10時～午後3時
¡ところ 市役所西庁舎市民相談室分室
¡内 容 所得税、消費税、相続税、資産
の譲渡などの国税について

¡応 対 仙台国税局税務相談室酒田分室
◎詳しくは、税務課課税室へ。

1内線142・143

出張無料税務相談

第２１回かもしかわくわくうんどうかい

第２９回サマーコーラス･フェスティバル

第２３回市民雪セミナー

あじさいまつり

催し
など

所得制限額扶養者数
460万円以下0人
498万円以下1人
536万円以下2人
574万円以下3人
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シリーズ教育――Part.6
学力向上フロンティアスクール新庄中学校（文部科学省指定）
新庄中学校＝生徒数380人、学級数12、教職員32人（平成15年5月1日現在）

「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
」

―
―
新
し
い
時
代
へ
の
人
づ
く
り
―
―

今
回
は
、
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
に
貢
献
す
る

心
を
育
ん
で
い
る
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
は
、
地
域
の
行
事

（
こ
い
こ
い
祭
り
、
升
形
・
本
合
海
地
区

の
山
車
作
り
な
ど
）に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

「
八
向
の
日
」は
、
八
の
つ
く
日
を「
ボ

ラ
ン
ティ
ア
の
日
」と
し
て
生
徒
会
や
学
年

で
そ
れ
ぞ
れ
企
画
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進

本
校
の
特
徴
と
し
て
、
親
子
ボ
ラ
ン

ティ
ア
を
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
々
は「
お
ら
ほ
の
学
校
」

と
い
う
意
識
が
強
く
、
学
校
に
対
し
て

大
変
協
力
的
で
す
。
学
校
の
ち
ょ
っ
と
し

た
修
繕
や
作
業
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
整
備
部

や
、
理
事
が
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
一
年
生
が
親
子
で
、
児

童
館
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
を
行

い
ま
し
た
。
他
に
も
資
源
回
収
、
早
朝

作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

八
向
学
区
三
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

も
二
十
一
年
目
を
迎
え
、「
八
向
の
子
は

九
年
間
で
育
て
る
」
を
合
い
言
葉
に
、

「
親
子
ク
リ
ー
ン
作
戦
」や「
あ
い
さ
つ

生
徒
会
活
動
の
取
り
組
み

昨
年
十
二
月
、
市
役
所
で
八
向
中
学

校
生
徒
市
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
市
長
に
対
し
、
市
の
財
政
状
況

の
厳
し
い
中
、
中
学
生
も
で
き
る
だ
け

市
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
約
束
し
ま

し
た
。
市
内
の
全
中
学
生
が
参
加
し
て
、

清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
こ
と
で
、
市
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
、

八
向
中
独
自
で
行
え
る
こ
と
や
、
他
の

中
学
校
に
呼
び
か
け
て
一
緒
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

本
校
生
徒
会
で
は「
心
と
歌
声
が
響

き
合
う
八
向
中
学
校
」を
目
標
に
青
少

年
赤
十
字（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）活
動
と
合
唱
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
主
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
、
ベ
ル
マ
ー
ク
収

集
、「
八
向
の
日
」実
施
、
環
境
芸
術
祭
で

の
ご
み
拾
い
、
毎
朝
の
除
雪
な
ど
で
す
。

ア
ル
ミ
缶
回
収
は
車
椅
子
と
交
換

し
、
そ
れ
を
施
設
に
寄
贈
す
る
た
め
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

運
動
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

親
が
地
域
に
貢
献
す
る
姿
を
見
る
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
の
意
欲
も
高
ま
り
ま

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
ジ
ー
ル
」

現
在
の
高
校
三
年
生
を
中
心
に
平
成

十
四
年
に
結
成
し
ま
し
た
。
卒
業
の
と

き
、「
中
学
校
で
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
ら
に
広
め
て
い
き
た
い
」
と

い
う
こ
と
が
結
成
の
動
機
で
し
た
。
小

中
学
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
各
小
中
学
校
の
運
動
会

な
ど
の
行
事
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
年
賀
状
、
暑

中
見
舞
い
作
成
な
ど
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
一
所
懸
命
頑
張
る

高
校
生
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
は
自
分
も
頑
張
ら
な
く
て
は

と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
八
向
中
学
校
）

市
街
地
の
北
東
に
あ
る
集
落
・
小
泉

も
、
か
つ
て
紹
介
し
た
川
や
水
に
ゆ
か

り
の
あ
る
地
名
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

杢
蔵
山
の
麓

ふ
も
と

に
あ
っ
て
、
指
首
野

さ

す

の

川
や

中
の
川
の
源
流
も
近
く
、
近
辺
に
は「
中

泉
」「
前
泉
」と
い
う
小
字
名
も
あ
る
。

旧
羽
州
街
道
が
、
泉
田
辺
り
を
通
っ

て
金
山
へ
い
た
る
よ
う
に
な
る
の
は
江

戸
時
代
初
め
こ
ろ（
寛
永
年
間
）と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
以
前
の
国
道
と
も
い
う
べ
き

街
道
は
、
鳥
越
か
ら
東
山
・
小
泉
・
萩
野

辺
り
へ
と
、
新
庄
の
東
側
山
際
を
通
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
小
泉
集
落

は
意
外
と
早
く
か
ら
開
け
た
村
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

伝
説
の
一
つ
に
落
人

お
ち
う
ど

伝
説
が
あ
る
。

こ
の
小
泉
に
あ
る
三
原
家（
屋
号
・
幸
重

郎
家
）は
、
も
と
は
清
水
氏（
大
蔵
村
）の

家
臣
で
、
清
水
家
滅
亡
後（
一
五
八
〇
年

こ
ろ
）こ
こ
に
落
ち
延
び
た
が
、
武
士
で

農
業
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
指
導

の
た
め
小
関
と
い
う
人
物
を
呼
び
寄

せ
、
そ
の
後
は
農
民
と
し
て
暮
ら
し
た

と
い
う
。
落
人
で
あ
る
た
め
、
ほ
か
と
は

違
う
風
習
が
あ
り
、
例
え
ば
、
鶏
が
鳴

け
ば
人
に
気
付
か
れ
る
の
で
鶏
は
飼
わ

な
い
と
か
、
小
正
月
に
普
通
は
み
ず
木

に
餅（
な
し
だ
ん
ご
）を
付
け
る
も
の
を
、

こ
こ
で
は
、
柳
に
小
さ
な
農
具
の
形
の

も
の
を
タ
ラ
ノ
キ
で
作
っ
て
餅
の
代
わ

伝
説
の
多
い
小
泉

―
落
人
伝
説
ほ
か
―

特色ある教育実践②「ボランティア教育」

▲本合海児童センターのボランティア除雪
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BOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～

今月のおすすめ

P三億を護れ！ …………………新堂　冬樹
Pフェッセンデンの宇宙（奇想コレクション）

………………………エドモンド・ハミルトン
P閔妃は誰に殺されたのか ―見えざる日
露戦争の序曲―……………崔　　文衡

P就職がこわい…………………香山　リカ
P家族のキッチン＆ダイニングーここがわが家で
いちばん大事な場所 …女性建築技術者の会

P検事霞夕子風極の岬 ……夏樹　静子
P発明報酬―技術者が会社を訴える時―

……………………………………岸　　宣仁
P清河八郎の明治維新 ……高野　　澄
P富士山…………………………田口ランディ
P中国のいま、3年後、5年後、10年後…宮崎　正弘
P同時代を生きて―忘れえぬ人々― 瀬戸内寂聴
P検証・ハンセン病史 …熊本日日新聞社
P山びこ学校ものがたり ……佐藤藤三郎
P僕と彼女と彼女の生きる道 …小泉すみれ
Pギネス世界記録2004 …クレア・フォルカード
P慟哭―小説林郁夫裁判―…佐木　隆三
P高齢者ケアの心理学入門 …本荘　　繁
P森博嗣の浮遊研究室3宇宙編 …森　　博嗣
P元気 ―人はみな元気に生まれ元気の
海へ還る―……………………五木　寛之

P数え方の辞典 ………………飯田　朝子
P妖怪といわれた男鳥居耀蔵…童門　冬二
P雨はコーラがのめない ……江國　香織
Pアホの壁 in USA………マイケル・ムーア
P乱歩賞作家赤の謎…………長坂　秀佳
P発掘！あるある大事典6 …番組スタッフ
Pみじかい命を抱きしめて
―This is my life ― ………ロリー・ヘギ

Pそして、警官は奔る…………日明　　恩
P天然サプリ、黒ざとう。…黒ざとうのある暮らし研究会
Pぱいかじ南海作戦 …………椎名　　誠
P小国マタギ共生の民俗知 …佐藤　宏之

新着図書

●今月のテーマ展示●

『冒　険』
心おどる冒険ものがたりや夢を追い求め

た人々の感動のノンフィクション、ミステリー、
ファンタジーと幅広く展示しています。どうぞ
ご覧ください。

新庄市出身の童話作家が「どん
ぐり屋」に続いて出版しました。
山形のおばあちゃんの家に行っ
た桃子が体験するふしぎで楽
しいお話しです。

り
に
つ
る
し
て
い
た
と
も
い
う
。

ま
た
、
木
喰
上
人

も
く
じ
き
し
ょ
う
に
ん

が
諸
国
行
脚

あ
ん
ぎ
ゃ

を
し

た
折
、
小
泉
に
来
て
、
村
内
安
全
を
祈
っ

て
生
き
た
ま
ま
土
中
に
入
っ
て
入
寂

に
ゅ
う
じ
ゃ
く（

死

去
）さ
れ
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。「
木

喰
前
」と
呼
ぶ
そ
こ
に
は
、
田
ん
ぼ
の
中

に
石
碑
が
あ
り
、
か
つ
て
は
、
村
人
は
お

盆
に
花
や
供
物
を
供
え
た
と
い
う
が
、

現
在
は
基
盤
整
備
に
よ
り
、
堤
の
近
く

に
移
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
村
の
外
れ
に
「
か
さ

松
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
松
の
木
が
あ

り
、
そ
の
付
近
を
村
の
人
た
ち
は
「
お

茶
山
」と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の

昔
、
旅
人
が
こ
こ
で
休
み
、
風
景
を
眺

め
な
が
ら
お
茶
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ
と
伝

え
ら
れ
、
新
庄
の
殿
様
も
、
鷹
狩
や
領

内
巡
視
の
時
な
ど
休
憩
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

(

市
史
編
さ
ん
室)

『ねんねこさい』
鳥野美知子著

速報！
バイオマスニュース

◆
ソ
ル
ガ
ム
の
種
を
ま
き
ま
し
た

五
月
十
三
日
、
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、
市
民
有
志
と
市
職
員
が
、
旧

中
部
牧
場
に
ソ
ル
ガ
ム
の
種
を
ま
き

ま
し
た
。
二
年
目
と
な
っ
た
今
年
は
、

四
十
ア
ー
ル
の
広
さ
に
二
種
類
の
種

を
ま
き
ま
し
た
。
九
月
か
ら
十
月
ご

ろ
に
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

市
は
、ソ
ル
ガ
ム
の
搾
り
汁
か
ら
抽

出
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
燃
料

と
し
自
動
車
を
走
ら
せ
る
全
国
に
な

い
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
民
・
産
・
学
・
官
連
携
の
も

と
、
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
活
用
の

実
証
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
完
成

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
太
陽
・
風

力
・
作
物
・
木
材
・
雪
な
ど
を
利
用
す

る
地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
。
石
油
な
ど
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
量
消
費
で
地
球
の
温
暖
化
が
深

刻
と
な
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
地
域
資
源
の
有
効
活
用
を

目
指
す
た
め「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」を
つ
く
り
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
で
は
、
農
産
物
貯
蔵
の

雪
室
や
教
育
用
に
設
置
さ
れ
た
太
陽

光
発
電
・
風
力
発
電
な
ど
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
と
雪
を
中
心
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
・
活
用
に
つ
い
て
、
基
本
方
針
と

具
体
化
に
向
け
た
基
本
計
画
を
定
め

た
も
の
で
す
。

◆
玉
川
大
学
と
協
定
を
締
結

六
月
一
日
付
け
で
、
市
は
、
新
庄
バ

イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
が
玉
川
大
学
学

術
研
究
所
の
研
究
施
設
と
し
て
研
究

活
動
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
玉
川
大

学
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
引
き
続
き
研
究
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◎
企
画
調
整
課
企
画
政
策
室
1
内
線
2
4
2

農
林
課
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
室

1
29
―

2
1
2
2
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再生紙100％と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています

元気に
火の用心！
～春季消防演習～

41,378人（41,456人）
女 21,553人（21,546人）

世帯数 13,484世帯（13,337世帯）

4月の異動

出　生 00,018人（00,032人）

死　亡 31人（00,035人）

転　入 322人（00 277人）

転　出 218人（00,228人）

※（ ）は1年前の住民基本台帳

男 19,825人（19,910人）

角
袖

か
く
そ
で

の
着
物
に
尻

は
し
ょ
り
、
帽
子
を
か

ぶ
っ
て
脚
絆

き
ゃ
は
ん

に
わ
ら
じ

ば
き
。
黒
い
大
き
な
風

呂
敷
の
薬
行
李

こ
う
り

を
背

負
い
、
腰
に
は
帳
面
を

提
げ
た
、
越
中
富
山
の

薬
屋
さ
ん
。
半
年
ご

と
に
回
っ
て
く
る
。

使
っ
た
薬
を
調
べ
、

残
り
は
新
し
い
の
と
交

換
し
、
使
っ
た
分
だ
け

お
金
を
払
う
。
女
の

子
に
は
三
、
四
枚
の
紙

風
船
、
家
に
は
箸は

し

な
ど

の
み
や
げ
を
く
れ
る
。

こ
ど
も
た
ち
は
、
薬
屋

さ
ん
の
回
っ
て
く
る
の
を
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
も
の
だ
。

も
ら
っ
た
風
船
を
も
っ
て
、
外
に
出
る
。
近
所
の
女
の
子
た
ち
も
、
同

じ
よ
う
に
風
船
つ
き
し
て
あ
そ
ん
で
る
。

た
た
ん
で
あ
る
風
船
を
、
ふ
く
ら
ま
せ
る
。
手
で
つ
き
あ
げ
、
一
つ
二

つ
三
つ
と
数
え
た
り
、
数
え
唄
に
合
わ
せ
た
り
す
る
。
ま
た
、
ふ
た
り
が

向
き
あ
っ
て
、
つ
き
あ
っ
た
り
す
る
。

夕
方
で
、
母
が
呼
ぶ
の
も
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
、
熱
中
し
て
あ
そ
ん
で
る
。

絵
＝
三
条
正
美
、
文
＝
笹
喜
四
郎
（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

風
船
つ
き

クイズ

さて問題です。新庄市民になじみの深い「最上学童展」はいつか
ら始まったでしょう。①昭和44年、②昭和34年、③昭和24年／
はがき・ファクス・eメールに「①答え、②住所、③氏名、④年齢、
⑤電話番号、⑥広報紙を読んでの感想など」を書いて、〒996‐
8501新庄市企画調整課市民協働広報室あて、6月25日まで応募
してください。
ファクス 22-0989/eメール kikaku＠city.shinjo.yamagata.jp

5月号の正解は｢③運動｣でした。広報5月号を読んだ感想から紹介します。
「毎回、自分が住んでいる新庄なのに、たくさんのイベント・活動など、市職員はじ
め、さまざまな場面での活躍・活動の多さに驚いています。今、財政のことでよく
報道されていますが、『広報しんじょう』だけは、今までどおり盛りだくさんの内容・
ページで続けていってほしいです。毎月楽しく読ませていただいておりますので」
6月号では、5人に図書券をプレゼントします。

消防演習での一斉放水（最上公園）

市内17分団の消防団員約1,200人が繰り広げた春季消
防演習。中心街を分列行進し、新庄中グラウンドで姿
勢・服装・消防操法などを点検。幼年消防クラブの中部
保育所園児たち27人も防火の誓いを披露し「よさこいソー
ランロック」で元気よく防火を呼びかけました。

表 　 紙
の

写 　 真

4月末現在の新庄人

かつろく ～思い出の四季～ かつろく ～思い出の四季～ 
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